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第　

回

外
観
か
ら
見
る

建
物
の
変
遷

⑵ 

近
代
の
景
観

11

⑤インターナショナル・スタイル
　個人や地域の特性を超え、世界共通の様式
を目指したデザイン。直線的な表現等が特徴。

②
角
格
子
の
ガ
ラ
ス
窓

④
石
造
風
の
建
物

③
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の

　
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

　1階手前はガラス戸の外に鉄格子、奥は太い格子
を設けている。2階手前は鉄格子付きのガラス窓、
奥はモダンな虫

む し こ

籠窓と、居室ごとに窓の意匠を変
えている。伝統的な形式を用いつつも、西欧的な
要素が入り混じる和洋折衷の町家である。

①明治13年（1880）の町家

　
江
戸
幕
府
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
明
治

時
代
。西
欧
文
化
の
影
響
で
近
代
化
が
進
み
、

人
々
の
暮
ら
し
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

今
回
は
明
治
時
代
以
降
の
「
近
代
」
と
呼
ば

れ
る
時
代
の
御
所
ま
ち
の
景
観
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
建
物
を
建
て
る
際
に
は
、
天

井
を
低
く
し
た
り
、
細
い
木
材
の
使
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
そ

れ
ら
の
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
自
由
な
建
築
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
御
所
ま
ち
の
近
代
町

家
を
見
て
み
る
と
、
2
階
は
高
く
、
木
材
は

太
く
な
り
、
建
具
の
デ
ザ
イ
ン
も
多
様
性
に

富
ん
で
い
ま
す
。こ
の
自
由
な
気
風
の
中
で
、

職
人
た
ち
は
腕
を
振
る
っ
て
建
物
を
つ
く
り
、

技
術
力
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

日
本
の
美
術
工
芸
品
が
流
行
し
、
芸
術
家
た

ち
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
い
わ

ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
背
景
に
は
、
明
治

時
代
の
職
人
の
高
度
な
技
術
と
自
由
な
発

想
力
が
根
底
に
あ
り
ま
し
た
。

　
20
世
紀
に
入
る
と
、
伝
統
的
な
形
式
に

西
洋
の
文
化
が
加
わ
っ
た
大
正
モ
ダ
ニ
ズ

ム
が
流
行
し
ま
す
。
写
真
②
は
一
見
し
て

木
造
の
伝
統
的
な
格
子
窓
に
見
え
ま
す
が
、

直
線
を
パ
タ
ー
ン
化
し
た
西
洋
的
な
幾
何

学
模
様
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
直
線
的
で
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を

「
モ
ダ
ン
」と
表
現
し
ま
す
。
他
に
も
、
欧

米
化
の
流
れ
を
引
き
継
い
だ
石
積
み
風
の

壁
や
石
貼
り
の
腰
壁
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
幾
何
学
模
様
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
装
飾

表
現
は
、
西
欧
で
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式

と
い
い
、
20
世
紀
前
半
に
一
大
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
ま
す
。
商
業
が
盛
ん
で
あ
っ

た
西
御
所
で
は
、
大
正
～
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー（
写
真
③
）が
町
並
み
を
彩
り
、

基
礎
を
モ
ル
タ
ル
洗
い
出
し
仕
上
げ
、
壁

面
を
モ
ル
タ
ル
た
た
き
仕
上
げ
に
し
て
、

あ
た
か
も
石
造
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
よ
う

に
見
せ
る
建
物（
写
真
④
）や
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
外
装
（
写
真

⑤
）な
ど
も
現
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
伝
統
的
な
町

家
だ
け
で
な
く
、
明
治
・
大

正
以
降
の
近
代
的
な
意
匠
を

取
り
入
れ
た
建
物
が
多
く
軒

を
連
ね
る
様
子
は
、
多
様
性

に
満
ち
た
御
所
ま
ち
の
町
並

み
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

御
所
ま
ち
を
歩
く
際
に
は
、

時
代
ご
と
の
特
徴
や
デ
ザ
イ

ン
の
変
遷
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


